
日本天文学会2017年秋季年会

V320b 高エネルギーX線を検出するマイクロパターンTPC型X線偏光計の開発
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ブラックホールや中性子星などの天体から放射されるX線の直線偏光は、天体の物理状態を探る強力なプロー
ブとして観測が期待されている。これまで我々はNASA/GSFCと共同で、マイクロパターンガス検出器とTime
Projection Chamber の技術を利用した衛星搭載用のX線偏光計を開発してきた。1光子毎に光電子の飛跡イメー
ジを取得し、光電子の放出方向分布から偏光度・偏光方向を測定する検出器で、形状の工夫によりアメリカOSO-8
衛星搭載のX線偏光計 (Weisskopf+78)に比べ感度を桁で向上させることに成功している (玉川 2017春季年会他)。
この TPC偏光計は 2−10 keVに感度を持たせるように設計していたが、さらに広いエネルギー帯での偏光観

測の重要性が理論的にも予測されており、典型的な例として (低い偏光度の)熱的放射と (高い偏光度が予測され
る) 非熱的放射が混ざり合う天体スペクトルの場合、エネルギーは高くなればなるほど非熱的放射が優勢になる。
TPC偏光計の検出できるエネルギーを高くすることは、適切なガスの種類と気圧を選択すれば原理的には難しく
ない。だたし検出器内で使用しているガス電子増幅フォイル (GEM) の増幅率・放電耐性、電子拡散の影響の評価
等、最適化が必須となる。そこで我々は、高エネルギーX線に対応したTPC偏光計の開発を進めることにした。
実験には 10 − 30 keVの観測を想定し、1気圧のアルゴン：ジメチルエーテル比が 6:4 の混合ガスを選択した。

今回は混合ガス中におけるGEMの基本性能、偏光観測の重要なパラメータのひとつである電子ドリフト速度の
実測とシミュレーションとの比較、モリブデンKαライン (17.5 keV) を利用して取得した飛跡における評価につ
いて報告する。また気球観測の可能性についても議論する。


